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＜別紙１＞ 通信プロトコルスタックについて

IEE802.15.4e
6LoWPAN
IPv6 /RPL

TCP/UDP

EchonetLite

Bルートで標準規格である920MHz ZigBeeIPを利用することで
相互接続性が向上

Bルートで標準規格である920MHz ZigBeeIPを利用することで
相互接続性が向上

IEE802.15.4g
920MHz帯無線

ZigBeeIP標準

920MHz ZigBeeIPは、経産省スマートハウス標準化検討会のとりまとめで、B
ルートの伝送メディアのひとつとして推奨された920MHz特定小電力無線の構
成に準拠している。
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＜別紙2＞ A/Bルーと通信部の共通化

4層以下を共通とすることで、ハードウェアが
共通となるだけでなく、プログラム格納メモリ
が約１／２となり、電力メータの低コスト化を
実現

Aルート Bルート

IEE802.15.4e
6LowPAN
IPv6 /RPL

TCP/UDP

EchonetLite電力NWアプリ

920MHz ZigBeeIPの利用でA/Bルートの通信部
シングルハード/シングルスタック化を実現
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